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2021年 4月 10日
ねん がつ と お か

復活節第 2主日（神のいつくしみの主日）
ふっかつせつだい しゅじつ かみ しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

使徒言行録は、互いに助け合い支え合う初代教会共同体の姿を描き、心と思いを一
し と げんこうろく たが たす あ ささ あ しょだいきょうかいきょうどうたい すがた えが こころ おも ひと

つにした共同体の有り様そのものが、復活の主をあかしする福音宣教となっていたと
きょうどうたい あ よう ふっかつ しゅ ふくいんせんきょう

指摘します。
し てき

使徒ヨハネは、「神を愛するとは、神の掟を守ること」と記し、「わたしたちが神を愛し、
し と かみ あい かみ おきて まも しる かみ あい

その掟を守るときはいつも、神の子どもたちを愛します」と加えることで、神の望まれ
おきて まも かみ あい くわ かみ のぞ

る生き方をする者は、互いに愛し合い、大切にしあうのだと指摘します。
い かた もの たが あい あ たいせつ し てき

ヨハネ福音は、有名な弟子トマスの不信仰の話です。結局トマスは信じたのですから、
ふくいん ゆうめい で し ふ しんこう はなし けっきょく しん

この話を「トマスの不信仰」と言われてしまうのは、トマス自身には不本意でしょうが、
はなし ふ しんこう い じ しん ふ ほん い

実際にはこの話は、愛する弟子をなんとしてでも自らの愛のうちに包み込もうとして手
じっさい はなし あい で し みずか あい つつ こ て

を尽くされる、イエスご自身のいつくしみと愛の深さを見事に表現しています。
つ じ しん あい ふか み ごと ひょうげん

イエスは、恐れにとらわれ、扉を閉ざしている弟子たちのもとに現れ、自らがそうさ
おそ とびら と で し あらわ みずか

れたように、勇気を持って外に出て福音をあかしせよと、弟子を派遣します。そのため
ゆう き も そと で ふくいん で し は けん

に弟子たちを、自らのいつくしみと愛で包み込もうとされます。勇気と希望を与えるこ
で し みずか あい つつ こ ゆう き き ぼう あた

のイエスの言葉は、困難を抱え、不安の内にあるわたしたちにも、今日同じように告げ
こと ば こんなん かか ふ あん うち き ょ うおな つ

られる言葉です。わたしたちは、扉を閉ざして逃げるのではなく、心と思いを一つに
こと ば とびら と に こころ おも ひと

して、互いに支え合いながら、勇気を持って福音をあかしするようにと派遣されていま
たが ささ あ ゆう き も ふくいん は けん

す。それは罪の枷に縛られ、暗闇の内にとらわれている世界に、解放と希望と光を伝え
つみ かせ しば くらやみ うち せ かい かいほう き ぼう ひかり つた

るためであります。イエスはわたしたちをいつくしみと愛で包み、護ってくださいます。
あい つつ まも

復活節第二主日は、教皇ヨハネ・パウロ二世によって、「神のいつくしみの主日」と定
ふっかつせつだい に しゅじつ きょうこう に せい かみ しゅじつ さだ

められました。「人類は、信頼を持ってわたしのいつくしみへ向かわない限り、平和を得
じんるい しんらい も む かぎ へい わ え

ないであろう」という聖ファウスティナが受けた主イエスのいつくしみのメッセージに基
せい う しゅ もと
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づいて、神のいつくしみと愛に身をゆだね、受けたいつくしみと愛を分かちあう必要を
かみ あい み う あい わ ひつよう

黙想する日であります。
もくそう ひ

1980年に発表された回勅「いつくしみ深い神」で、教皇はこう指摘されています。
ねん はっぴょう かいちょく ぶか かみ きょうこう し てき

「愛が自らを表す様態と領域とが、聖書の言葉では「あわれみ・いつくしみ」と呼ば
あい みずか あらわ ようたい りょういき せいしょ こと ば よ

れています」(いつくしみ深い神 3)
ぶか かみ

その上で、「この愛を信じるとは、いつくしみを信じることです。いつくしみは愛になく
うえ あい しん しん あい

てはならない広がりの中にあって、いわば愛の別名です」(いつくしみ深い神 7)と言われ
ひろ なか あい べつめい ぶか かみ い

ます。

すなわち、「悪と利己主義と恐れの力に負けて」いる人類に、「ゆるし、和解させ、また希望
あく り こ しゅ ぎ おそ ちから ま じんるい わ かい き ぼう

するために」心に力を与えてくれるのは、神の愛であり、その愛が目に見える形で具
こころ ちから あた かみ あい あい め み かたち ぐ

体化された言葉と行いが、神のいつくしみであると指摘されています。
たい か こと ば おこな かみ し てき

同時に教皇は、「あわれみ深い人々は幸いである、その人たちはあわれみを受ける」と
どう じ きょうこう ぶか ひとびと さいわ ひと う

いう山上の垂訓の言葉を引用しながら、「人間は神のいつくしみを受け取り経験するだ
さんじょう すいくん こと ば いんよう にんげん かみ う と けいけん

けでなく、他の人に向かって、『いつくしみをもつ』ように命じられている」と、神のい
ひと む めい かみ

つくしみは一方通行ではなくて、相互に作用するものだとも語ります。(いつくしみ深い神
いっぽうつうこう そう ご さ よう かた ぶか かみ

14）

信仰における同じ確信を持って、教皇フランシスコは、「福音の喜び」にこう記してい
しんこう おな かくしん も きょうこう ふくいん よろこ しる

ました。

「教会は無償のあわれみの場でなければなりません。」（114）
きょうかい む しょう ば

誰ひとり排除されてもいい人はいない。誰ひとり忘れ去られてもいい人はいない。神の愛
だれ はいじょ ひと だれ わす さ ひと かみ あい

を身に受けてそれに包まれ、勇気を持って希望をあかしし、告げしらせてまいりましょ
み う つつ ゆう き も き ぼう つ

う。


